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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材を積載する記録材積載手段と、
　前記記録材積載手段から搬送された記録材に画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像が形成された記録材を加熱及び加圧することで定着する定着手段と、
　前記定着手段により定着された記録材を再び前記画像形成手段に搬送するための両面搬
送路と、
　原稿を積載する原稿積載手段と、
　装置内から排出された原稿を積載する原稿排出積載手段と、
　前記原稿積載手段から搬送された原稿を読み取る第１の読み取り位置、又は原稿排出積
載手段へ搬送される原稿を読み取る第２の読み取り位置に読み取り面を移動させ、原稿の
画像を読み取る読取手段と、
　前記第１の読み取り位置に原稿を搬送するための原稿搬送路と、
　前記第２の読み取り位置に原稿を搬送するための原稿排出路と、を備え、前記両面搬送
路の一部と前記原稿搬送路の一部は共通搬送路となっている画像形成装置において、
　前記読み取り面が第１の読み取り位置にある場合は、前記読み取り面と前記共通搬送路
とにより第１の間隔の搬送ガイドを形成し、前記読み取り面とは異なる面と前記原稿排出
路とにより前記第１の間隔より広い第２の間隔の搬送ガイドを形成し、
　前記読み取り面が第２の読み取り位置にある場合は、前記読み取り面と前記原稿排出路
とにより第３の間隔の搬送ガイドを形成し、前記読み取り面とは異なる面と前記共通搬送
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路とにより前記第３の間隔より広い第４の間隔の搬送ガイドを形成することを特徴とする
画像形成装置。
【請求項２】
　前記読取手段は、画像を読み取る原稿が前記共通搬送路を搬送される場合は、前記読み
取り面を第１の読み取り位置に移動させ、画像を読み取らない前記定着手段により定着さ
れた記録材が前記共通搬送路を搬送される場合は、前記読み取り面を前記第１の読み取り
位置から退避させることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記読取手段は、前記読み取り面が前記第１の読み取り位置又は前記第２の読み取り位
置にある状態において、前記読み取り面に当接する原稿を読み取ることを特徴とする請求
項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記読取手段は、回転することにより前記第１の読み取り位置から前記第２の読み取り
位置へ移動することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記読取手段は、前記読み取り面が前記第１の読み取り位置にある状態において、前記
共通搬送路を搬送される原稿の第１面を読み取り、前記読み取り面が前記第２の読み取り
位置にある状態において、前記原稿排出路を搬送される原稿の第２面を読み取ることを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機やレーザービームプリンタ（以下、ＬＢＰ）等の電子写真方式の画像
形成装置であって、原稿の画像を読み取る読取部を有する画像形成装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　記録材への画像形成と原稿の読み取りの両方を実現するものとして、原稿の画像を読み
取る読取部を備え、原稿を搬送しながら読み取り可能とした画像形成装置がある。特許文
献１には、記録材の両面に画像形成するための両面搬送路の一部を、読取部で読み取る原
稿を搬送する搬送路として兼用する構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２３２４６７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、記録材の両面に画像形成するための両面搬送路の一部を、読取部で読み
取る原稿を搬送する搬送路として兼用する構成では、定着器を通過することで熱せられた
記録材が読取部の位置を通過する場合がある。このように熱せられた記録材が兼用の搬送
路を搬送され、読取部の位置を通過すると、記録材の熱によって読取部内の光源や結像素
子やセンサ（撮像素子）が昇温し、読取部の読取精度が低下したり破損したりしてしまう
恐れがある。
【０００５】
　そこで本発明は、記録材の熱によって読取部が昇温し、読取部の読取精度が低下したり
破損したりしてしまうこと抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、記録材を積載する記録材積載手段と、前記記録材積載手段から搬送さ



(3) JP 6143536 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

れた記録材に画像を形成する画像形成手段と、前記画像が形成された記録材を加熱及び加
圧することで定着する定着手段と、前記定着手段により定着された記録材を再び前記画像
形成手段に搬送するための両面搬送路と、原稿を積載する原稿積載手段と、装置内から排
出された原稿を積載する原稿排出積載手段と、前記原稿積載手段から搬送された原稿を読
み取る第１の読み取り位置、又は原稿排出積載手段へ搬送される原稿を読み取る第２の読
み取り位置に読み取り面を移動させ、原稿の画像を読み取る読取手段と、前記第１の読み
取り位置に原稿を搬送するための原稿搬送路と、前記第２の読み取り位置に原稿を搬送す
るための原稿排出路と、を備え、前記両面搬送路の一部と前記原稿搬送路の一部は共通搬
送路となっている画像形成装置において、前記読取手段は、前記読み取り面が第１の読み
取り位置にある場合は、前記読み取り面と前記共通搬送路とにより第１の間隔の搬送ガイ
ドを形成し、前記読み取り面とは異なる面と前記原稿排出路とにより前記第１の間隔より
広い第２の間隔の搬送ガイドを形成し、前記読み取り面が第２の読み取り位置にある場合
は、前記読み取り面と前記原稿排出路とにより第３の間隔の搬送ガイドを形成し、前記読
み取り面とは異なる面と前記共通搬送路とにより前記第３の間隔より広い第４の間隔の搬
送ガイドを形成することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、記録材の熱によって読取部が昇温し、読取部の読取精度が低下したり
破損したりしてしまうこと抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】画像形成装置の概略断面図
【図２】（ａ）画像形成プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）画像形成
プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図
【図３】（ａ）画像形成プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）画像形成
プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図
【図４】（ａ）原稿読取プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）原稿読取
プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図
【図５】（ａ）原稿読取プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）原稿読取
プロセスを説明する画像形成装置の概略断面図
【図６】（ａ）両面コピー動作を説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）両面コピー
動作を説明する画像形成装置の概略断面図
【図７】（ａ）両面コピー動作を説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）両面コピー
動作を説明する画像形成装置の概略断面図
【図８】（ａ）両面コピー動作を説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）両面コピー
動作を説明する画像形成装置の概略断面図
【図９】（ａ）両面コピー動作を説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）両面コピー
動作を説明する画像形成装置の概略断面図
【図１０】（ａ）両面コピー動作を説明する画像形成装置の概略断面図、（ｂ）両面コピ
ー動作を説明する画像形成装置の概略断面図
【図１１】両面コピー動作を説明する画像形成装置の概略断面図
【図１２】（ａ）読取部付近の画像形成装置の概略断面図、（ｂ）読取部付近の画像形成
装置の概略断面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　（実施例１）
　本実施例は原稿を読み取る読取装置を有し、記録材に画像を形成する画像形成装置１で
ある。画像形成装置１は電子写真方式のレーザービームプリンタであり、読取装置として
のオートドキュメントフィーダを備えたイメージスキャナを備える。
【００１０】
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　図１～図３を用いて画像形成装置１について説明する。図１は、画像形成装置１（以下
、装置１）の概略断面図である。装置１は画像形成部を有し、画像形成部によって周知の
電子写真画像形成プロセスを実行し記録材Ｓにトナー像を形成する。画像形成部は、像担
持体としての回転可能な感光ドラム１０と、感光ドラム１０の周囲に配置された不図示の
帯電手段、露光手段としての光学ユニット２、現像手段としての現像ローラ１１、転写手
段としての転写ローラ１５、加熱ローラ５１と加圧ローラ５２を備える定着手段５０を含
む。
【００１１】
　［画像形成プロセス］
　画像形成部による画像形成プロセスについて説明する。印刷信号を受けると、光学ユニ
ット２が具備する発光部２１が、不図示の帯電手段によって帯電させた感光ドラム１０の
表面に画像形成を行う画像の情報に基づくレーザー光を照射する。これにより、回転して
いる感光ドラム１０の表面に電荷による潜像を形成する。そして、トナーを保持しながら
回転する現像ローラ１１が感光ドラム１０表面の潜像にトナーを供給すると、感光ドラム
１０の表面にトナー画像が形成される。
【００１２】
　一方、図２（ａ）に示すように、第１給紙部３０に収納された記録材Ｓは、ピックアッ
プローラ３１と分離手段３２により、一枚ずつ搬送ローラ４０に搬送される。搬送ローラ
４０は、感光ドラム１０の表面のトナー画像と記録材Ｓの先端位置のタイミングを合わせ
るように、記録材Ｓを感光ドラム１０と転写ローラ１５の間に形成された転写ニップ（転
写部）へ搬送する。感光ドラム１０の回転により転写ニップに搬送されるトナー画像は、
転写ローラ１５に印加される転写バイアスと感光ドラム１０と転写ローラ１５間の圧力に
よって記録材Ｓの第１面上に転写される。その後、トナー像が転写された記録材Ｓは、定
着手段５０の加熱ローラ５１と加圧ローラ５２との間に形成された定着ニップ（定着部）
へ搬送される。記録材Ｓ上のトナー像は、加熱ローラ５１からの熱と、加熱ローラ５１と
加圧ローラ５２との間の圧力によって、記録材Ｓの第１面に定着される。定着手段５１を
通過した記録材Ｓは、排紙ローラ６０によって搬送される。
【００１３】
　片面印刷の場合、排紙ローラ６０は記録材Ｓをそのまま機外へ搬送し、記録材Ｓは第１
排紙部７０に排出され、片面印刷の画像形成プロセスが終了する。
【００１４】
　両面印刷の場合、第１面にトナー像を定着させた後の記録材Ｓが排紙ローラ６０に搬送
され、後端がフラッパ６１を通過すると、不図示のアクチュエータによってフラッパ６１
の位置が切り替えられ、不図示の切替手段によって排紙ローラ６０を逆回転させる。すな
わち、図２（ｂ）のように排紙ローラ６０によって逆方向にスイッチバックした記録材Ｓ
は、フラッパ６１によって両面搬送路８０へと案内される。その後、図３（ａ）に示すよ
うに、記録材Ｓは第１両面搬送ローラ４１、第２両面搬送ローラ４２によって、記録材Ｓ
及び原稿Ｇの搬送路として兼用される共通搬送路９４を搬送され、Ｕターン部８０ａに送
られる。Ｕターン部８０ａを通過した記録材Ｓは、図３（ｂ）に示すように搬送ローラ４
０を介して、再び転写ニップ、定着ニップへ搬送され、その第２面へトナー画像を転写、
定着され、排紙ローラ６０によって第１排紙部７０に積載される。
【００１５】
　［原稿読取プロセス］
　次に、図４～５を用いて原稿の読み取りプロセスについて説明する。図４（ａ）のよう
に、第２給紙部９０に収納された原稿Ｇは、ピックアップローラ９１と分離手段９２によ
り、一枚ずつ給紙されたあと、原稿給紙搬送路９３を通って共通搬送路９４に合流する。
その後、第１両面搬送ローラ４１によって共通搬送路９４内に設置された読取部１００に
対向する位置に搬送される。原稿Ｇを搬送しながら読取部１００により原稿Ｇの第１面を
読み取る。
【００１６】
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　読取部１００は、内部に、光源、搬送方向に直交する方向（駆動ローラ４１ａの回転軸
方向）に並んだ不図示の複数の撮像素子（ラインセンサ）、及び、それに対応する複数の
結像素子が設けられた所謂コンタクトイメージセンサである。読取部１００は、原稿Ｐの
表面からの反射光を結像素子で撮像素子上に結像し撮像素子で検知することにより、原稿
Ｇ上に形成された画像を読み取る。また、読取部１００は、内部の、光源、複数の結像素
子、及び、複数の撮像素子を覆う透過部材であるガラス製のカバー１００ａを備える。カ
バー１００ａの表面に原稿Ｇの被読取面が突き当たった状態で、シートの被読取面が適切
な焦点深度に配置されるようになっている。このため、読取部１００のうち、読み取り対
象（この場合はシート）に対向し、読取対象で反射して複数の撮像素子へ向かう光が透過
する面を読取面と定義する。本実施例では、読取面はシートと当接するカバー１００ａの
表面が読取面である。
【００１７】
　読取部１００で読み取られた情報は、原稿Ｇの第１面の画像情報として、不図示のメモ
リーに記録される。読取部１００を通過した原稿Ｇは、図４（ｂ）に示すようにフラッパ
８３を通過して原稿反転搬送路８０ｂに搬送される。フラッパ８３は、原稿Ｇの後端がフ
ラッパ８３の先端を通過すると不図示のアクチュエータによって共通搬送路９４へ原稿Ｇ
が搬送されないように共通搬送路９４を塞ぐ位置に移動する（図５（ａ）に示す位置）。
【００１８】
　図５（ａ）は、第１面の読み取り終了後、原稿の搬送方向を切り替えて原稿Ｇの第２面
の読み取りプロセスに入る直前の状態を示している。この状態において第２両面搬送ロー
ラ４２を不図示の切替手段によって逆回転させて原稿Ｇをスイッチバック（原稿Ｇの後端
が先端となるよう逆方向に搬送）し、原稿排紙搬送路８１に向けて搬送する。
【００１９】
　図５（ｂ）は、第２両面搬送ローラ４２を逆回転させて原稿Ｇをスイッチバックした後
の原稿Ｇの第２面を読み取っている状態を示す図である。読取部１００は、不図示の回転
軸を中心に回転することにより、撮像素子及びカバー１００ａの位置を変更可能である。
具体的には、読取部１００は図４（ａ）、（ｂ）に示すように共通搬送路９４にある原稿
Ｇを読み取る位置（第１の位置）と、図５（ａ）、（ｂ）に示すように原稿排紙搬送路８
１にある原稿Ｇを読み取る位置（第２の位置）との間を回転して移動可能である。
【００２０】
　原稿読取プロセスの説明に戻ると、第１の位置で原稿Ｇの第１面の画像情報を取得した
読取部１００は位置を不図示の回転軸を中心に１８０度回転し、第２の位置へ移動する。
第２の位置では、カバー１００ａが原稿排紙搬送路８１を搬送される原稿Ｇに対向する位
置にある。移動した読取部１００は原稿Ｇが原稿排紙搬送路８１を通過するに伴い、原稿
Ｇの第２面を読み取り、その画像情報を取得する。取得情報は、不図示メモリーに記録さ
れる。
【００２１】
　原稿Ｇは、原稿排紙搬送路８１での原稿搬送方向に関して読取部１００の下流側で、且
つ、共通搬送路９４での原稿搬送方向に関して読取部１００の上流側には、第１両面搬送
ローラ４１が設けられている。第１両面搬送ローラ４１は駆動ローラ４１ａの両側からコ
ロ４１ｂおよびコロ４１ｃを所定の圧でニップした３連ローラ構成となっている。駆動ロ
ーラ４１ａは共通搬送路９４を通過する記録材または原稿を図の下方向に、原稿排紙搬送
路８１を通過する原稿を図の上方向に、それぞれ搬送することが可能である。
【００２２】
　原稿排紙搬送路８１を搬送される原稿Ｇは、第２の位置の読取部１００に読み取られた
後、第１両面搬送ローラ４１の駆動ローラ４１ａとコロ４１ｃによって搬送され、その下
流に配置された原稿排紙ローラ４３により、第２排紙部１１０に積載される。
【００２３】
　原稿Ｇの第２面の読み取りを終了した後、読取部１００は次の原稿の読み取りに備えて
再度カバー１００ａ側が共通搬送路９４に対向する位置に移動する。なお、ユーザーが任
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意で片面読み取りを選択している場合、読取部１００を移動させないように制御する事も
可能である。
【００２４】
　また、原稿Ｇの第１面、第２面の画像情報を読み取った後、原稿Ｇの第１面、第２面の
画像情報に基づいて、発光部２１が感光ドラム１０にレーザーを照射するような記録材Ｓ
への画像形成プロセスを実行可能である。また、原稿Ｇの第１面、第２面の画像情報を読
み取った後、読み取った原稿Ｇの第１面、第２面の画像情報を電子データとしてコンピュ
ータに送信することも可能である。
【００２５】
　［両面コピー動作］
　次に原稿読取プロセスと画像形成プロセスとを同期間に実行する両面コピー動作につい
て図６～１１を用いて説明する。両面コピー動作とは、原稿Ｇの第１面、第２面の画像情
報を、それぞれ記録材Ｓの第１面、第２面にコピーする動作である。
【００２６】
　両面コピー動作は、読取部１００で原稿Ｇを読み取ることから開始する。図６（ａ）に
示すように、第２給紙部９０に収納された原稿Ｇをピックアップローラ９１と分離手段９
４により一枚ずつ給送する。給送された原稿Ｇは、合流部６２を通過して共通搬送路９４
内へ搬送され、第１両面搬送ローラ４１によって第１の位置にある読取部１００と対向す
る位置へ搬送される。原稿Ｇは、搬送されながら読取部１００によってその第１面を読み
取られ、フラッパ８３によって共通搬送路９４から分岐部６３通過して原稿反転搬送路８
０ｂへ搬送され、第１面の読み取りを終了する。読取部１００で読み取った原稿Ｇの第１
面の画像情報は不図示メモリーに記録される
　図６（ｂ）に示すように、原稿反転搬送路８０ｂを搬送される原稿Ｇの後端が分岐部６
３を通過すると、フラッパ８３は不図示のアクチュエータによって共通搬送路９４へ原稿
Ｇが搬送されないように共通搬送路９４を塞ぐ位置に移動する。このとき、読取部１００
は１８０度回転して原稿Ｇの第２面を読み取る状態となる。
【００２７】
　その後、図７（ａ）に示すように、第２両面搬送ローラ４２を逆回転させて、原稿Ｇを
スイッチバックさせて原稿排紙搬送路８１へ搬送し、第２の位置にある読取部１００で原
稿Ｇの第２面の読み取りを開始する。原稿Ｇを搬送しながら読取部１００で読み取った原
稿Ｇの第２面の画像情報は不図示メモリーに記録される。
【００２８】
　そして、図７（ｂ）に示すように、不図示のメモリーに記録された原稿Ｇの第１面の画
像情報に基づくトナー像を記録材Ｓの第１面に形成する為の画像形成プロセスを行う。図
７（ｂ）では、原稿Ｇの第２面の読み取り動作と記録材Ｓへの画像形成プロセスを同時に
行っている。原稿Ｇの第２面の読み取り動作は、原稿排紙搬送路８１の原稿搬送方向に関
して、読取部１００の下流も配置された第１両面搬送ローラ４１と原稿排紙ローラ４３に
よって原稿Ｇが搬送される。一方、画像形成プロセスでは、第１給紙部３０に収納された
記録材Ｓが、ピックアップローラ３１と分離手段３２により一枚ずつ分離されたあと、搬
送ローラ４０を経て、感光ドラム１０上に形成されたトナー像を転写部で記録材Ｓに転写
し定着部で定着させる。
【００２９】
　図８（ａ）に示すように、第２面を読み取られた原稿Ｇは第２排紙部１１０に排出され
る。一方、記録材Ｓは、排紙ローラ６０が逆回転することにより両面搬送路８０へと搬送
され、合流部６２を通って、第１両面搬送ローラ４１、第２両面搬送ローラ４２によって
共通搬送路９４をＵターン部８０ａへ搬送される。なお、分岐部６３に設けられたフラッ
パ８３は記録材ＳをＵターン部８０ａに送るために原稿反転搬送路８０ｂを閉じた状態と
なっている。この間、読取部１００は原稿Ｇの第２面を読み取り可能な第２の位置に保持
されている。
【００３０】
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　図８（ｂ）に示すように、記録材ＳがＵターン部８０ａに搬送されて記録材Ｓの後端が
共通搬送路９４の分岐部６３を通過した後、読取部１００は、共通搬送路９４側に回転す
る。これは、記録材Ｓの後に続いて第２給紙部９０から給送される２枚目の原稿Ｇの第１
面の読み取りに備える為である。そして、２枚目の原稿Ｇが第２給紙部９０から分離・給
紙される。先行する記録材Ｓの後端が共通搬送路９４の分岐部６３、及び、第２両面搬送
ローラ４２のニップを通過した後、図９（ａ）に示すようにフラッパ８３の位置を切り替
え、第２両面搬送ローラ４２を逆回転させる。
【００３１】
　その後、図９（ｂ）に示すように、第２給紙部９０から給送された２枚目の原稿Ｇは合
流部６２を通過して共通搬送路９４を搬送され、その第１面が読み取られる。そして、２
枚目の原稿Ｇはフラッパ８３を有する分岐部６３通過して原稿反転搬送路８０ｂに搬送さ
れ、第１面の読み取り終了する。このときの２枚目の原稿Ｇの状態は１枚目の原稿Ｇの図
６（ａ）に示した状態と同じである。一方で、記録材Ｓは、Ｕターン部８０ａを経て搬送
ローラ４０により再び転写ニップ、定着ニップへ搬送され、その第２面へ１枚目の原稿Ｇ
の第１面の画像情報に基づくトナー画像を転写、定着される。そして、図１０（ａ）に示
すように排紙ローラ６０によって第１排紙部７０に向かって搬送される。
【００３２】
　図１０（ｂ）に示すように、その後、２枚目の原稿Ｇに対応する２枚目の記録材Ｓの給
紙、画像形成プロセスが開始される。同時に、フラッパ８３の位置が切り替わり、第２両
面搬送ローラ４２が逆回転し、後続する２枚目の原稿Ｇが原稿反転搬送路８０ｂから原稿
排紙搬送路８１へ搬送され、その第２面の読み取りが開始される（図６（ｂ）に示す１枚
目の原稿Ｇの状態と同じ）。
【００３３】
　その後、図１１に示すように、１枚面の原稿Ｇの第１面、第２面に対応する画像が、そ
れぞれ第１面、第２面に形成された先行する記録材Ｓは、排紙ローラ６０によって排紙部
７０に排紙される。２枚目の記録材Ｓは、転写ニップで感光ドラム１０上に形成された２
枚目の原稿Ｇの第１面の画像情報に基づくトナー像が転写され、定着ニップへと送られる
。この時、２枚目の原稿Ｇの第２面の読み取り動作を同時進行で行う。このときの、２枚
目の原稿Ｇと２枚目の記録材Ｓの状態は図７（ｂ）と同じである。
【００３４】
　以後、連続でコピー動作を継続するときは図８（ａ）～図１１を所定の枚数分繰り返し
て両面コピー動作は終了となる。
【００３５】
　上述した、両面コピー動作は、原稿Ｇの第１面、第２面の画像情報を、それぞれ記録材
Ｓの第１面、第２面にコピーする動作であった。しかしながら、上記と同様の動作により
、原稿読取プロセスと画像形成プロセスとを同期間に実行しつつ、原稿Ｇから読み取った
画像と関係の無い画像を記録材Ｓに形成してもよい。
【００３６】
　［読取部１００の退避］
　次に、読取部１００の共通搬送路９４からの退避について詳しく説明する。図１２は、
画像形成装置１の読取部１００付近の拡大図である。図１２（ａ）は読取部１００が共通
搬送路９４にある原稿を読み取る第１の位置にある状態、図１２（ｂ）は読取部１００が
原稿排紙搬送路８１にある原稿Ｇを読み取る第２の位置（共通搬送路９４側の原稿を読み
取らない位置）にある状態を示す。
【００３７】
　読取部１００が図１２（ａ）に示す第１の位置にある時、共通搬送路９４を搬送される
シート（記録材Ｓや原稿Ｇ）は、読取部１００のカバー１００ａと、共通搬送路９４の対
向ガイド９５との間を通過する。原稿排紙搬送路８１を搬送されるシート（原稿Ｇ）は、
読取部１００の背面１０１（読取部１００の回転軸を挟んでカバー１００ａの反対側）と
原稿排紙搬送路８１の対向ガイド９６との間を通過する。ここで、読取部１００のカバー
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１００ａの表面と対向ガイド９５の表面（対向面）との距離を距離Ｔ１、読取部１００の
背面１０１と対向ガイド９６の表面（別の対向面）との距離を距離Ｔ２´とする。
【００３８】
　なお、対向ガイド９５は、共通搬送路９４の少なくとも一部を形成し、読取部１００と
対向する位置に配置された部材であり、対向ガイド９６は、原稿排紙搬送路８１の少なく
とも一部を形成し、読取部１００と対向する位置に配置された部材である。また、背面１
０１は、原稿排紙搬送路８１を搬送されるシートの搬送をガイドするガイド面として機能
している。
【００３９】
　読取部１００が図１２（ｂ）に示す第２の位置にある時、共通搬送路９４を搬送される
シート（記録材Ｓや原稿Ｇ）は、読取部１００の背面１０１と共通搬送路９４の対向ガイ
ド９５との間を通過する。原稿排紙搬送路８１を搬送されるシート（原稿Ｇ）は、読取部
１００のカバー１００ａと原稿排紙搬送路８１の対向ガイド９６との間を通過する。ここ
で、読取部１００のカバー１００ａの表面と対向ガイド９６の表面（別の対向面）との距
離を距離Ｔ２、読取部１００の背面１０１と対向ガイド９５の表面（対向面）との距離を
距離Ｔ１´とする。
【００４０】
　なお、背面１０１は、共通搬送路９４を搬送されるシートの搬送をガイドするガイド面
として機能している。
【００４１】
　上述したように、読取部１００のカバー１００ａの表面に原稿Ｇの被読取面が突き当た
った状態で、原稿の被読取面が適切な焦点深度となるように設定されている。この為、原
稿を読み取る時に原稿がカバー１００ａの表面に当接するよう、距離Ｔ１、Ｔ２は原稿の
厚み程度の比較的小さな値に設定されている。
【００４２】
　一方で、上述した記録材Ｓの両面に画像を形成する画像形成プロセスや、上記の両面コ
ピー動作等を実行する際は、定着手段５０を通過して熱せられた記録材Ｓが共通搬送路９
４を通過する。また、読取部１００の内部において、結像素子や撮像素子はカバー１００
ａに近接して配置されている。このため、読取部１００が第１の位置（共通搬送路９４の
シートを読み取り可能な読取位置）にあると、カバー１００ａに熱せられた記録材Ｓが当
接する。その結果、カバー１００ａを介して伝わった熱により撮像素子や結像素子等が昇
温し、場合によっては読取不良が発生したり破損してしまう虞がある。
【００４３】
　このため、定着手段５０を通過した記録材Ｓが共通搬送路９４を通過する際は、読取部
１００は、共通搬送路９４のシートを読み取り可能な読取位置としての第１の位置から１
８０度回転した第２の位置に移動し、共通搬送路から退避するように制御している。この
ようにカバー１００ａを退避位置としての第２に位置に退避させることにより、カバー１
００ａを介して熱が伝達されて、読取部１００内の光源や結像素子、撮像素子が昇温する
ことにより発生する不具合の発生を抑制することができる。
【００４４】
　また、読取部１００の背面１０１はガラス製のカバー１００ａよりも熱伝導率の低い素
材で形成されている。また、背面１０１と読取部１００内の不図示の撮像手段との間には
、不図示の空間部（空気層）が設けられ、背面１０１側から撮像手段へと熱が伝わること
を抑制する断熱層として機能している。なお、背面１０１と読取部１００内の不図示の撮
像手段との間に断熱部材を設けてもよい。
【００４５】
　また、読取部１００が第２の位置にある時の共通搬送路９４の対向ガイド９５と背面１
０１との距離Ｔ１´は、読取部１００が第１の位置にある時の共通搬送路９４の対向ガイ
ド９５とカバー１００ａの表面との距離Ｔ１よりも大きい。
【００４６】



(9) JP 6143536 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

　つまり、
　Ｔ１＜Ｔ１´
という関係になっている。
【００４７】
　このように読取部１００と対向ガイド９５との距離を設定することで、読取部１００が
第２の位置にある時に定着手段５０を通過した記録材Ｓが共通搬送路９４を通過した場合
に、読取部１００の背面１０１を介して読取部１００内の光源や撮像素子、結像素子等に
熱が伝わる可能性をより下げることができる。このため、読取部１００をより昇温させに
くくすることができる。
【００４８】
　また、読取部１００と対向ガイド９５との距離を上述したように設定することには、他
のメリットもある。本実施例では、共通搬送路９４を通過する記録材Ｓや、第２面のみ読
み取りを行う原稿Ｇが共通搬送路９４を通過する際などの第１の位置の読取部１００で読
み取りを行わない時に、読取部１００が第２の位置にあるように読取部１００の位置を制
御している。これにより、第１の位置の読取部１００で読み取りを行わない時に、共通搬
送路９４を通過する記録材Ｓ又は原稿Ｇが読取部１００に当接して引っ掛かり、ジャムが
発生することを抑えることができる。特に、定着手段５０を通過した記録材Ｓは柔らかく
（こしが弱く）、座屈しやすいので、読取部１００と当接することによるジャムが発生し
やすくなっている為、読取部１００と対向ガイド９５との距離を上述したように設定する
ことは有効である。
【００４９】
　なお、読取部１００は第１の位置から１８０度回転して共通搬送路９４から退避した第
２の位置へ移動したが、カバー１００ａが共通搬送路９４から退避した位置にさえ移動で
きれば、回転角度は１８０度でなくてもよい。本実施例の場合であれば、読取部１００が
第１の位置から約９０度以上回転すれば、カバー１００ａが共通搬送路９４から見て露出
しない位置へ移動する。このため、少なくとも読取部１００が第１の位置から約９０度以
上回転した退避位置へ移動すればよい。
【００５０】
　また、読取部１００がこのような退避位置にある時、読取部１００の共通搬送路９４の
対向ガイド９５と対向する面は読取部１００の側面となる場合がある。この場合、対向ガ
イド９５と読取部１００の側面との距離を距離Ｔ１´として、上述した　距離Ｔ１よりも
距離Ｔ１´の方が大きいという関係を満たしていれば、上述した昇温による課題やジャム
に関する課題を解決することができる。
【００５１】
　また、本実施例では、読取部１００と対向ガイド９６との距離も同様に設定されている
。つまり、読取部１００が第１の位置にある時の原稿排紙搬送路８１の対向ガイド９６と
背面１０１との距離Ｔ２´は、読取部１００が第２の位置にある時の原稿排紙搬送路８１
の対向ガイド９６とカバー１００ａの表面との距離Ｔ２よりも大きい。
【００５２】
　つまり、
　Ｔ２＜Ｔ２´
という関係になっている。なお、距離Ｔ２は距離Ｔ１と同じ値であり、距離Ｔ２´は距離
Ｔ１´と同じ値である。
【００５３】
　そして、このように、読取部１００と対向ガイド９６との距離を設定しつつ、第２の位
置の読取部１００で読み取りを行わない際に、読取部１００を第１の位置に配置するよう
制御する。これにより、第２面のみ読み取りを行う原稿Ｇが原稿排紙搬送路８１を通過す
る際に、読取部１００に原稿Ｇが当接することにより、引っ掛かってジャムが発生するこ
とを抑えることができる。
【００５４】
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　以上説明したように、本実施例によれば、記録材の熱によって読取部が昇温し、読取部
の読取精度が低下したり破損したりしてしまうこと抑制することができる。
【符号の説明】
【００５５】
　１５　転写ローラ
　５０　定着手段
　９４　共通搬送路
　９５　共通搬送路の対向ガイド
　９６　原稿排紙搬送路の対向ガイド
　１００　読取部
　１００ａ　カバー
　１０１　原稿読取部の背面
　Ｓ　記録材
　Ｇ　原稿

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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